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平成29年度秋田市基金運用状況審査意見

第１ 審査の対象

平成29年度秋田市用品調達基金運用状況報告書

平成29年度秋田市土地開発基金運用状況報告書

第２ 審査の期間および場所

平成30年７月９日から平成30年８月31日まで

（於：監査委員室および監査委員事務局）

第３ 審査の方法

各基金の運用状況報告書の計数が、関係する証書類と符合するかを確認する

とともに、設置目的に従い、確実かつ効率的に運用されているかについて審査

した。

また、秋田市監査基準に準拠し、関係書類の閲覧、帳簿記録について関係者

から説明を求めるなどの手続等によって審査した。

なお、秋田市用品調達基金については、平成30年３月30日にたな卸に立ち会

い、現品を確認している。

第４ 審査の結果

各基金の運用状況および審査の結果は次のとおりである。
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１ 秋田市用品調達基金

(1) 運用状況

本基金は用品の購入を効率的に行うことを目的として設置されたもので、4,000

千円の原資をもって運用されており、平成29年度期首における原資の内訳は、現金

3,137千円および在庫評価額863千円となっている。

本基金の運用状況は次のとおりである。

平成29年度における用品購入額は65,503千円であり、これに対し各課所室に払い

出した用品払出額は66,277千円となっている。

この用品払出額と用品購入額の差引額774千円に期首現金残高3,137千円を加える

と現金は3,911千円となり、これに期末在庫評価額882千円を加えると、基金総額は

4,793千円となる。

基金総額4,793千円と原資4,000千円との差額である793千円は、剰余金として一

般会計へ繰り出し、期末在庫は翌年度へ繰り越している。

この結果、平成29年度期末における原資の内訳は、現金3,118千円および在庫評

価額882千円となっている。

(2) 審査の結果

本基金の運用状況および計数について、現品を検査し、関係証書類を審査した結

果、設置の目的に沿って運用されており、計数は正確であると認めた。

単位　円

 Ａ　原資（期首）＝ a+b 4,000,000 回転率（Ｃ／Ａ） 16.6回

 a 現金残高 3,137,326 取扱品目数 60品目

 b 在庫評価額 862,674

 Ｂ　用品購入額 65,502,868

 Ｃ　用品払出額 66,276,791

 Ｄ　現金（a＋Ｃ－Ｂ） 3,911,249

 Ｅ　期末在庫評価額 881,611

 Ｆ　基金総額（Ｄ＋Ｅ） 4,792,860

 Ｇ　一般会計繰出額 792,860

 Ｈ　原資（期末）＝ c+d 4,000,000

 c 現金 3,118,389

 d 在庫評価額 881,611
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２ 秋田市土地開発基金

(1) 運用状況

本基金は公有地の先行取得を主たる目的として設置されたものであり、決算年度

末現在高は500,000千円となっている。

本基金の内訳は次のとおりである。

預金は前年度末現在高と同額の500,000千円となっている。

(2) 審査の結果

本基金の運用状況について関係証書類を審査した結果、計数は正確であると認め

た。

なお、本基金は平成29年度において運用実績がないことから、将来的に基金を活

用した公有地の先行取得を見込むことができない場合は、廃止も含めそのあり方に

ついて検討する必要がある。

単位　円

500,000,000

決算年度末現在高

預　　　　　　　金

区　　　　分 前年度末現在高

－

決算年度中増減高

500,000,000


